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】員害保険会社におけるデータベースシステム
Data Base SYStem for】nsurance

損害保険業界では,データベ∽スシステムの導入が盛んになってきているD

当社において,今回,ADMを任用して開発した損害保険オンライン
デ‾夕べ‾

スシステムは,現時点では単種目(自動車保険)を対象としたシステムであるが,将

来の拡張のために必要な機能を豊富に備えている｡この報告は,本システムについ

て,システムのねらいと背景,アプリケーションの概要とともにデ∽タベrス設計

とその連用について述べたものである｡

l】 緒 言

損害保険業界では,銀行業務などに比べ窓口業務や顧客と

のデイリーな取引業務の頻J空が少なく,特にリアルタイムサ

ービスを必要とするニ【ズは少なかった｡

しかし最近では,モータリゼーションの社会的進展やコン

シュmマリズムの浸透に伴い,大衆化路線の強化の 一環とし

て,保険事故などに関する迅速かつは城な顧客サービスの必

要性が強まり,オンライン化が急速に進められている｡

こうした背景の中で,各社とも大･衆件の強い保険枠目とし

て自動車保険を当面のオンライン対象種目に取りあげている口

現段階では,自動車保険単枯目にとどまっているが,近い将

来において全種目･全国規模の総合オンライン デ‾タベ‾ス

システムを構築し,顧客サ∽ビスの充実及び経常管理のツー

ルとして活用されることは必至である｡

当社では,昭和47年1月より先行的にデ【タベースシステ

ムに関する研究を進めてきた｡

その後,昭和48年12月に社内プロジェクトチームを設置し,

本格的な検討に入り,昭和50年7月よりシステムの一増βを稼

動し現在に至っている｡

本データベースシステムは,対象枠目を自動車保険に限定

しているが,将来を見通した業務の拡太 変更に対して柔軟

に対処できるよう設計には特に意をノ与した｡

(1)システムの範囲

本システムの範囲については,目標に向かって環境条件の

変化をl吸収しながら段階的に実施することとし,技術と経験

の蓄積のうえに立って次の段階に進む方法を才采った｡

(a)実験段階(昭和50年7月より稼動)

(i)契約内答照会一自動車保険契約のヒストリかレな内答

の照会応答

(ii)フリ叩卜契約内容照会一白動申保険の大U契約者の登

録台帳の照会応答

(b)第一段【:皆(昭和51年7†1より稼動)

(i)継続契約などのデータエントリー自動車保険のうちの

継続契約,異動解約,事故関係のデータ入力

(C)第二段階(計画中)

(i)入金照会一月払契約についての入金状況に関する照会

】芯答

(2)ハードウェア

当システムの主なハードウェア構成は,次のとおりである｡

(i〉 中央機器 HITAC 8700 1MB

*

日動火災海1二保倹株∫て会社システム管f里部ごヰi務第∴部副郎1主

(ii)端末機器

(ii古 山l 線

松重明毅* 〟〝′5以5んgクe 肌ワ∫たJ

H-9415型ビデオディ スプレイ

特定回線2,400BPS及び1,200BPS併絹

(3)ソフトウェア

他純目への拡張,マネジリアルな安請にん仁じ柑るソフトウ

ェアという観ノ烹で柁々検討した結果,日立製作所のデrタベ

ースソフトウェアAdaptable
Data Manager(以下,ADM

と略す)を採用した｡

囚 システムのねらい

オンライン デrタベ【スシステムを導入するねらいは,

単に一一純目の業務処理にあるのではない｡和泉 全榛目･全

回規校のネットワークによる総合オンライン データベ【スシ

ステムを構築し,それを顧客サービスの充実及び経営の道具

として活用することにある｡システムの指向すべきテ∽マと

しては次のような展望をもっている｡

(1)内部事務の抜本的改革

現場事務と機械処理とのデータの二重管理を排除し,現場

‾事務とLては､オンラインの端末操作と入力デ【タのチェッ

クに絞って,その他は機械処理にt吸収していく｡

(2)オンライン デ【夕べrスシステムを利用した商品などの

朋党

オンライン デr夕べrえシステムを利糊した新しい商品,

サ∽ビス,業務処理などのシステム開発を図る｡

(3)営業推進

全顧客情報の一元的管玉乳 首業情報の迅速な提供,募集機

関の事務軽減,アフターサービスの充実により,営業活動の

推進を図る｡

この中で,柑に(3)については従来のオンラインシステムの

もつ機能のほかに,

(a)顧客･扱者の個別情報･統計情報

(b)子実質管理･ロス管理･時系列比較情報

など,マネジリアルなデータベースを開発し,高度の意思決

定に役立つ情報を検索･加工することが要求される｡これら

の情報は固定的なものではなく,環境の変化に対応できる柔

軟な情報処理システムが要求される｡

しかL,このような目標に向かって短期間に高次な段階の

システムを完成させることは,極めて困難である｡したがっ

て,二うした展望をもちつつ,まず当面の目標を絞ったうえ

でシステムを完成させ,そこに至るまでの技術と経験の蓄積
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のうえに･･､上って,安定した発展を続けることが必要である｡

そして,当面の目標となるシステムは急速なシステムの拡大

及び質的向上にも対処でき,更に全権臼の顧客情報の一元的

な管理を想定したものでなければならなし､｡

ニのようなシステムをサポートするソフトウェアとして何

を採用するかを検討した結果,以下の軌i-1によりADMに決

定した｡

(a)プログラムとデMタの独立件及び拡張･変更に対Lて

柔軟に対九むできる論理的なインタフェースをもつ｡

(b)強力なファイル管理機能と柔軟件の高いコミュニケー

ション機能を持っている｡

(c)高度なモジュラー設計がなされているため,機能の拡

張性が高く,またシステムを調賛することにより,能力特

性を変えることができる｡

(d)ユーザンステムの拡張性と運川環境の拉過化に対して

以下の考慮がなされている｡

(i)既に構築された一つのシステムに対する新しいアプリ

ケーションの結合がユーザプログラムの変更を伴うことな

く容易にできる｡

(ii)バッチ環境からオンライン環境への変更に対しても,

ユ‾ザアプリケーションの変更を最小にすることができる｡

(iiD ハードウェアの構成やシステムの運用環境が変わって

もアプリケーションプログラムの変更を必要としない｡

(i切 システムの動作状態が統計的に解析できる｡

以上のような点を考旛してADMを採用した結果,オンライン

の業務拡張計画に先んじて,バッチデータベースシステムの拡

張が容易に行なえるようになった｡バッチデータベースシス

テムは,日次更新を行なうことにより現場からの情報要求に

即んむすることができ,このことが現場事務と機械処摺を直結

させることとなって,デ【タの∴垂管理の排除に役_÷二つもの

と考えられる｡

凶 アプリケーションの内容

現在実行中のアプリケー1ヨンノ女び当面計向しているアプ

リケーションは次に述べるとおりである｡

(1).呪在実行中のもの

(a)契約内容照会上む答

損保における契約確認は特に事故時,契約異動時,及び

継続更改時には必ず行なわれるものであり,この業務をオ

ンライン化することから出発した｡

業務内容は,証券番号,登録番号,契約者名,事故受付

番号,及び被害者名をそれぞれキーとして､契約されてい

る自動車保険契約の内容を,原契約･寅吉(異動･解約･車

扱)などにつき時系列的にCRT(Catムode Ray Tube)デ

ィ スプレイに出力L,必要なものについてはハードコピー

がとれる方法を採用している｡

この業務のオンライン化により従来自動車保険の契約台

帳として,証券番号順に綴I)込んで保管及びメインテナン

スを行なっていた業務を簡素化することができた｡

また登録番号,契約者名のキーにより契約収扱店以外の

契約についても即時に契約確認ができ,証券番号不明分の

照会への対処が著しく向卜した｡

(b)フリート登録内容照会応答

自動車保険の契約者の中で,1契約者が10≠了以上のイ米険

契約を結んでいる場合,ニれをフリート契約者といって保

険料率上有利な条件で契約できる｡ニれらの内容につきオ

ンラインでん㌫答している｡

8

(c)継続契約などのデータエントリ

自動車保険のうち,継続契約,異動解約及び事故関係の

データをオンラインで入力している｡マスタファイルへの

更新期r;-りの短縮によるタイムラグの減少及び料率チェック

をコンビュ【タで行なうことにより,契約内容の精度向上

を一句ることができる｡

また即時的なデータ収集により,各椎統計資料の作成速

度を早め,営業活動への支援を行なう｡

(2)当面計画しているもの

(a)入1号照会への応答

H掛契約の2回目以降の入金状況に対する照会は,保険

契約の異動･解約時,満期継続時及び保険事故発生のとき

に多発する｡特に保険金支払に際しては,必要な回数の月

洲那奏料が納入済みとなっていることが条件であるが,こ

の人令状況の確認作業が契約確認とともに事故調査サービ

ス係の仕事として負担になっている｡

これを前掲の契約照会と同次元の処理とすることで事務

処理の迅速化を図る｡

田 データベース設計

4.1 データの分析とファイル設計

(1)デ【タ横道の検討

保険契約の主な偶成要素をみると次の四つに大別できる｡

(a)契約取扱部門に関するデーータ

‥‥ 契約取扱部支店,代理店など｡

(b)顧客属件

‥

住所,氏名,年令,性別など｡

(c)人余間係

保険料領収日,2匝Ⅰ後人金回目など｡

(d)保ド灸内容

二のうち,(d)の｢保険内容+については次のように整理で

きる｡

(i)どの保険縄目にも共通的な保険基本項目

‥ 証券番号,保険始期,期間など｡

(ii)各縄目の基礎となる保険の対象に関する項目

･･…･〔火災保険〕建物(家屋)についての事柄
‥‥‥ 所在地,構造

(iii)仝純臼に共通的ではないが,当該柏目では保険契約の

農本的な項目

‥･…〔火災保険〕等地,使用動力･電力･人月区分,

試り引など.｡

(iヽり保険で担保するもの

‥‥〔火災保険〕火災損害(建物･家財･商品),臨時

支け1費用

という形で細分化して軽理していった(図l 手員保デー

タ構造概念図参照)｡

このようにして損保データの概念を把握したのち,自動車

促険データの構造について詳細な検討を加え,これらを｢自

動車保隕データ構造+としてまとめた｡

(2)日動車保険フ7イルの設計

自動車保険を形成している各項目の発生頻度及び桁数には

ばらつきが大きく,上記データ構造とともに,ディスクの容

量をいかにLて圧縮するかという点に特に配慮してマスタフ

ァイルを設計した｡

4.2 データベースの種類

日動卓保検データベースの種類と柑互関係を図2のように

f央走Lた｡
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＼
証 券 番 号

保険基本項目

/

対

(火災)

建 物

タ
フリ

ー

卜

(傷害)

身 体･人

(自動車)

車(く るま)

自動車保険

(動産総合)

物

対 物

登 毒毒番 号

+

∈∋

両 傷

イ●■-･･-----･■--･共通基本項目

一一保検の対象

一･･･-･･････････種員基本項目

一●･-･担保内容

+LJL.止

事故受付番号 顧 客 名 被 害 者 名

｢

4.3 データベース構造と拡張性

システムの中心となる自動車契約マスタを直接アクセスす

る1次デ椚夕べースレコードは,図3のような構造をもつ｡

また,インデックスを鷺録番号にしてアクセスする2次デ

ータベースレコードは,図4のようになっている｡

自動車保険オンラインの各データベースは巷本的に,損保

デⅦタ構造の概念のうえに立って創っているので,他椎目へ

の拡張に際して,柔軟に対応できるように配庵Lている｡

例えば,顧客データベースや扱者データベースは全種目共

通の項目であり,物王里的に独立したデータベ【スとしたので,

他秤目に拡張するにつれて顧客名,扱者名による･一元管理が

より有効となる｡

61 運 用

(1)運 用

現在,昼間はオンライン処理として照会右打答業務,データ

タ
率

図l 損保データ構造概

念図 どの保険種目にも共

通する構造を持っている｡

区12 自動車保険データ

ベース 登重責番号や被害者

名などを,インデックスとLて

データベースをアクセスできる

ようになっている｡

エントリ業務を行ない,二れと並行してバ､ソテ処理を行なっ

ている｡

データベⅥスの更新を含むオンライン付帯バッチ処理につ

いては,

ており,

タベース

(2)アド

オンライン業務終了後,日次夜間処理として行なっ

データベース インデックス部分の再編成処理,デー

バックアップ処理もこの時間常に行なう｡

ミニスト レーショ ン

データベースシステムでは,デ【タベースを正しく維持す

るために専門のアドミニストレータ(システム管理者)を設け

ることが大切である｡アドミニストレータは,プランナ4名

のグループで構成している｡その業務は次のとおりである｡

(a)オペレーティングシステムの管理

(b)ADMシステムの管理

システム定義,データベース定義及びプログラム定義

(C)データベースの管理

データベMス更新,構造維持及び障害回傾
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ル ー

ト

契約基本項目

付 属 品

対 団

図3 1次データベースレコード

造になっている｡

体 中ロ

発生比率を考慮Lたセグメント構

表l主な障害処王里 ADMでサポートされている機能を有効に活用Lている｡

対

ルート(登録者号)

連毒貞セグメント

契約基本項目

団 体

付 属 品

図4 2次データベースレコード

インデックスをルートとLて持っている｡

百
l三欠データベースレコードに対し

項番l 障 害 箇 所 障 害 種 顆 対 策 方 法

中央機器系

ファイル系(ログ)

ファイル系(データベース)

恒]線･端末系

ユーザ70ログラム

巨≡‡
機器異常,タイミング不良

プロクうムエラー

･即時停止

･チェックポイントリスタートでリラン

･交代用ログヘスワップ

･データベース停止

･データベース回復ユーティリティで回復

･端末又は回線停止

･管理者コマンドによって回復

･プログラム停止

･システムより切り離して対策

(d)アプリケーションプログラムの管理

モジュールプログラム

(e)オンライン管理者端末の管理

システムの拡張,変更が次々と行なわれる中で,データベ

ースの仁i板ノ性維持と,システム能力･機能の確保を行なう高

度の知識を持ったアドミニストレータの役割は重要である｡

(3)1箪害処理

(a)二基本的な考え方

ADM使用のシステム(オンライン環境,バ･ソテ環境共)

においては,障害時の処王削二対してアプリケーション側は,

なんら考藩する必要がない｡すなわち障害発生時の処理,

システムの回復･データベースの回復等の回福処理及びリ

ラン処理については,ADM本体及びADM自身で持って

いる椎々のユーティリティでサポートしている｡

したがって,アプリケーション側は,障害時の処理につ

いてプログラムとしてなんら考慮することなく,むしろそ

の運用方法について卜分検討しなければならない｡

(b)主な障害処至堅

主な障害とその対策方法を表1に示す｡

(c)当システムにおける考慮点

(i)データベースのバックアップについて

当システムでは,契約内容をデータベース化しているた

めそのデ‾タベースが破壊された場合,硬も影響度が大き

い｡したがって,主要なデータベースのバックアップにつ

いては,更新後にテープとディスクと二重に採取して,デ
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Ⅷタの保証,回子廷日寺側の乍舶宿を図っている｡

(ii) システムダウンによる同役について

データエントリシステムにおいては,データのンこ仝性が

強く要求される｡したがって,ログを二重に収得すること

によってイ言東馴生を高めてし､る｡

(ij∂ アドミニストレータ制度の才采川

システムl境害時には,その対策に対して的確な判断が必

要となる場合かある｡Lたがって,オペレータだけでは判

断しにくい帖害に対して対処するためにアドミニストレー

タ制度を才末用している｡

l司 結 言

今後の業界展望としては,オンライン化の終極の目的とし

て,内務事務の抜本的改革,新商品の開発,マネジリアルな

資料の適時･適切な提供といった画期的な方向に発展するこ

とが想定される｡当社のオンライン データベースは,記述し

たとおり当面は対象柾目を自動車保険に限定し,あらゆる角

度から評価を加えながら偵重に計画を進めている｡しかLな

がら,システムの構築に当たっては急速なシステムの拡大や

変更に柔軟に対応でき,更に上記の業界展望を将来において

消化できるよう,できる限りの創意工夫を凝らしたつもりで

ある｡

妓後に,当社のオンライン データベMスシステムはまだ歴

史もi曳いので,広く読者各位から忌仰のない御批判をいただ

ければ,筆老の幸いとするところである｡




